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かみつこうく こうらだい ふじみつ

上津校区の歴史は古く、高良台や上津 ・藤光ニュータウンからは、約 2万年前
せっぎ かりば

の石器が発見され、当時この地域が狩場として利用されていたことがわかってい
ようしょう

ます。また、筑後地区を南北に移動する際の交通の要衝であリ、今でも国道 3号

や国道 209号、高速道路などが通っています。古墳時代に多くの古墳がこの地域
ぎず

に築かれたのは、このような交通の要衝をおさえることが、政治 ・経済上、きわ
にけん ぢやや

めて重要であったためでしょう。現在の二軒茶屋交差点付近は、東西の丘にはさ
せきしょ や め ふしやまけいゆ

まれた関所のような地形をしており、古墳時代には八女方面から藤山を経由する
うらやまこふん もとやまこふん

道路が通っていました。その両側の丘の上に浦山古墳や、本山古墳などの大型の
ちょうせんはんとっ

古墳がつくられ、道行く人々を見下ろしていました。 663年に日本が朝鮮半島で
はくすきのえ 尺序？‘ ふしやまみち

起こした白村江の戦いの前後に、大宰府への南からの侵入を防ぐために藤山道を

蘊ぐ王菫がつくられました。「［箪子塗」と呼んでいるこの土塁は、尼菫厨巽筒

鼠屑量の蘊ゃ』として、その一部が現在も残っています。

舌礼からち出世にかけて高良山との蘭嵐が韮舶疇魯、いこともこの地区の籍薇そす。

本山天満宮の後ろにある菫麗海叶しま、萬良胃窟斎：の妻といぅ桧髯もあ盃、籠望筵
ち＜‘-でのくに こっらたいしゃ

を尼ってあリ、筑後国のなかで高良大社に次いで有名な神社であったようです。平
もとやまてんまんぐう わかぎ ほうのう ね ひ まつ

成 12年から復活した、本山天満宮から高良山に松の若木を奉納する「子の日の松」

のぉ纂王、古代からの高良山との関係の深さを鱈籠っています。

由缶髯任にあった王孤裔釆村と藤白清紆、誓揺尋舟：：藤□紆が混‘恨贔代に苔扁

して土箪麗釆訂となリ、さらに昭和 26年に久留米市と合併し、現在の工乱鼠と

なリました。
うらやまこふん

A. 浦山古墳（国指定史跡）
ほたてがいしき ぜん‘ぽうこうえんふん いえがたせっかん

5世紀後半に造られた現存 60mの帆立貝式前方後円墳で、内部に家形石棺が

納められています。石棺は精巧なつくリをしておリ、内面は赤く塗られ、
ちょっこもん もんよう

直弧文と呼ばれる文様が彫られています。直弧文が施された横口式家形石棺
つくしのきみ せきじんざんこふん なリた

は、筑紫君一族の墓といわれる筑後市の石人山古墳と共通しています。成田
さん

山の境内の横にあリ、寺の受付で鍵を借リて石室を見学することができます。

ごくらくじこふんぐん

B.極楽寺古墳群（市指定史跡）
えんぷん

数基の円墳で構成される 6世紀後半

頃に造られた古墳群で、現在は 2基が

残っています。

昭和 47年、闘

団地造成に伴って

発掘調査が実施

され、ガラス玉
しかん んけいもんきょう

や耳環、変形文鏡

などが出土して

います。

①車厨遍蒻
きゅうせっきしだし

旧石器時代の石器から近世の陶磁器

まで、様々な時代に使われた道具や、

生活の痕跡がみつかっています。中

でも旧石器時代の石器は様々な種類

が見つかっていて、この地域で狩リ

が行われていたことを示しています。~9
-,
 

車地遺跡で発見された旧石器

ごくらくじ

C.極楽寺の
ろくじぞうぽさつすぞういだび

六地蔵菩薩図像板碑

（市指定有形文化財）

板状の自然石の表

面に六体のお地蔵

さんを線で表現し
むろまち

てあ リ、室町時代 ・

末の作と考えられ

ています。

R合弁械這属
上津 • 藤光ニュータウン建設にとも

なって発掘調査された遺跡です。

弥生時代前期末頃の一大集落跡では、
たてあなしゅうきょ いしぽうちょう

丸い形の竪穴住居や、石包丁、 土器

などが発見されました。また、平安

時代の井戸

からは、多

量の土器が

出土してい

ます。

上津•藤光ニュータウン諌査時の笹井原遺跡

②舌員面這蒻
弥生時代のドングリを貯蔵していた穴や、 奈良時代の

官道、中世の有力者の屋敷と考えられる建物や井戸、

区画溝などが見つかりました。


